
技 

術 

情 

報 

国
立
公
園
に
お
け
る
建
築
設
計
成
果
の
紹
介
 

「
大
雪
山
国
立
公
園
 
白
雲
岳
避
難
小
屋
」
 

ア
ジ
ア
航
測
株
式
会
社
行
政
支
援
サ
ー
ビ
ス
部
主
任
技
師
 
中

陳

泰

之

 

正
シ
‘
 

弊
社
で
は
、
環
境
省
北
海
道
地
方
環
 

境
事
務
所
の
発
注
に
よ
る
「
令
和
元
年
 

度
大
雪
山
国
立
公
園
白
雲
岳
避
難
小
屋
 

再
整
備
設
計
業
務
」
を
受
注
し
、
白
雲
 

岳
避
難
小
屋
の
再
整
備
設
計
を
行
っ
た
。
 

本
業
務
は
、
建
築
後
四
〇
年
以
上
が
 

経
過
し
た
白
雲
岳
避
難
小
屋
に
つ
い
て
、
 

老
朽
化
に
よ
っ
て
避
難
小
屋
と
し
て
の
 

機
能
を
十
分
に
果
た
せ
な
く
な
っ
て
き
 

た
こ
と
か
ら
、
建
替
え
に
よ
る
機
能
強
 

化
を
目
的
と
し
た
建
築
工
事
の
基
本
設
 

計
・
実
施
設
計
の
作
成
お
よ
び
積
算
業
 

務
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
 

こ
の
白
雲
岳
避
難
小
屋
は
環
境
省
管
 

理
の
建
築
物
と
し
て
は
初
採
用
と
な
る
 

c
L
T

パ
ネ
ル
工
法
を
採
用
し
、
令
和
 

二
年
六
月
に
着
工
、
九
月
末
に
竣
工
し
、
 

一
〇
月
よ
り
供
用
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
 

技
師
 

西
 

知
 

」 

、
繊
撃
x
 、愛 

建替え後の白雲岳避難小屋 彦 

写真提供：平井建設工業（株） 

本
稿
で
は
、
国
立
公
園
に
お
け
る
避
難
 

小
屋
再
整
備
事
例
と
し
て
設
計
内
容
を
 

ご
紹
介
す
る
。
 

一
一
．
主
要
構
造
の
特
徴
 

' 

本
設
計
で
は
、
対
象
施
設
が
標
高
二
、
 

〇
〇
〇
m

を
超
え
る
国
立
公
園
内
の
高
 

山
地
帯
に
位
置
す
る
立
地
特
性
を
踏
ま
 

白雲岳避難小屋の設計概要 

施工場所 
北海道上Il邸上川町 

（大雪山国立公園特別保護地区） 

建物面積 
延床面積：98.21市 

建築面積：51.7 irif 

敷地面積 183市（保安林解除面積） 

主要構造及び階数 木造（CLTパネル）、 2階建 

建物用途 避難小屋 

建築工事 

（主な内容） 

‘避難小屋新築工事 

・既設避難小屋撤去 

（木造2階建建築面積48.60甫 

延床面積93.00甫 

・へリコプター運搬工 

え
た
設
計
検
討
を
行
っ
た
。
特
に
現
地
 

の
施
工
可
能
期
間
は
長
期
の
積
雪
に
よ
 

り
六
月
末
ー
九
月
末
の
三
カ
月
に
限
ら
 

れ
る
。
そ
こ
で
、
避
難
小
屋
と
し
て
の
 

空
間
と
十
分
な
強
度
、
断
熱
性
を
確
保
 

し
つ
つ
、
在
来
工
法
に
比
べ
て
施
工
日
 

数
の
短
縮
が
可
能
な
c
L
T
パ
ネ
ル
工
 

法
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

C

L

T

と
は
、

C
r
o
s
s
L
m(11linated 

ゴ
日
ゲ
n
H

（
ク
ロ
ス
・
ラ
ミ
ネ
イ
テ
ィ
 

ド
・
テ
ィ
ン
バ
ー
）
の
略
で
、
欧
州
で
 

開
発
さ
れ
た
工
法
で
あ
る
。
板
を
層
状
 

に
加
工
し
た
構
造
材
で
あ
り
、
各
層
で
 

互
い
に
直
交
す
る
よ
う
に
接
着
さ
れ
た
 

パ
ネ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
 
一
般
的
な
C
 

L
T

パ
ネ
ル
は
九
〇
ー
二
一
〇
皿
程
度
 

の
厚
み
で
あ
り
、
断
熱
性
に
優
れ
、
高
 

い
耐
震
性
の
確
保
も
可
能
で
あ
る
。
ま
 

CLTパネルによる建方の様子 
写真提供：平井建設工業（株） 

た
、
パ
ネ
ル
を
組
み
合
わ
せ
て
施
工
を
 

行
う
こ
と
か
ら
、
一
般
的
な
木
造
建
築
 

に
お
け
る
在
来
工
法
（
軸
組
構
造
）
に
 

比
べ
て
施
工
日
数
が
短
縮
で
き
る
。
さ
 

ら
に
、
ス
ギ
や
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
国
産
の
 

木
材
で
も
構
造
材
と
し
て
十
分
な
品
質
 

と
強
度
を
も
つ
c
L
T

パ
ネ
ル
が
製
造
 

で
き
る
こ
と
か
ら
、
国
産
木
材
の
利
用
 

促
進
の
面
か
ら
も
非
常
に
有
効
で
あ
る
。
 

本
設
計
で
は
現
場
着
工
時
期
に
影
響
 

の
な
い
よ
う
、
c
L
T
工
場
生
産
ラ
イ
 

ン
の
工
程
を
考
慮
し
て
、
構
造
計
算
に
 

お
い
て
最
適
な
寸
法
と
な
っ
た
厚
さ
九
 

〇
皿
（
三
層
三
プ
ラ
イ
）
を
採
用
し
、
 

壁
、
床
、
屋
根
と
も
に
同
一
規
格
（
幅
 

九
〇
皿
×
成
一
、
一
一
〇
〇
皿
×
長
さ
六
、
 

二
〇
〇
皿
）
の
道
産
カ
ラ
マ
ツ
と
し
た
。
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三
．
基
礎
構
造
に
つ
い
て
 

基
礎
構
造
の
検
討
に
際
し
て
は
、
市
 

街
地
か
ら
陸
路
を
通
じ
て
の
資
材
運
搬
 

が
容
易
で
な
い
現
場
条
件
を
考
慮
し
、
 

球
状
鋼
管
打
込
基
礎
と
そ
の
上
に
配
置
 

さ
れ
る
鋼
製
フ
レ
ー
ム
を
組
み
合
わ
せ
 

た
工
法
を
採
用
し
た
。
鋼
製
フ
レ
ー
ム
 

の
上
に
c
L
T

パ
ネ
ル
が
固
定
さ
れ
る
 

構
造
と
な
る
。
こ
れ
は
、
①
現
場
条
件
 

か
ら
一
般
的
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
 

礎
と
し
た
場
合
、
製
作
か
ら
打
設
・
養
 

生
な
ど
施
工
日
数
が
か
か
っ
て
し
ま
う
 

こ
と
、
②
平
地
で
の
施
工
に
比
べ
て
コ
 

ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質
を
確
保
す
る
こ
と
 

が
難
し
い
た
め
、
鋼
製
材
料
の
み
を
使
 

』

】

 

・ 
・ 

ーー 一、 

．叫、，入一」 

ー，・イー 
コ」’『＼・ーノー 『

・
 

基礎工事の様子 
写真提供：（株）ラスコジャパン 

用
す
る
こ
と
で
品
質
を
確
保
す
る
こ
と
、
 

以
上
の
二
点
を
考
慮
し
た
た
め
で
あ
る
。
 

鋼
管
杭
の
計
算
は
建
築
基
礎
構
造
設
 

計
指
針
に
準
じ
、
凍
上
抑
制
層
ま
で
掘
 

削
、
砂
置
換
を
行
っ
た
上
で
転
圧
に
よ
 

っ
て
N
値
一
〇
以
上
を
確
保
す
る
計
画
 

と
し
た
（
大
崎
式
に
よ
る
内
部
摩
擦
角
 

約
二
九
度
）
。
 

-

 

'
 

四
．
細
部
の
特
微
に
つ
い
で
 

本
設
計
に
お
い
て
考
慮
し
た
細
部
の
 

特
徴
と
し
て
次
の
五
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 

①
高
山
植
物
の
保
全
 

旧
避
難
小
屋
の
周
辺
は
貴
重
な
高
山
 

植
物
群
落
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
施
工
影
 

響
範
囲
の
移
植
や
施
工
時
に
環
境
配
慮
 

要
員
を
配
置
す
る
施
工
方
針
と
し
た
。
 

②
避
難
小
屋
機
能
の
確
保
 

原
位
置
で
建
替
え
を
行
う
た
め
近
隣
 

の
野
営
指
定
地
に
ユ
ニ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
の
 

仮
設
避
難
小
屋
を
設
置
し
、
工
事
施
工
 

中
の
利
用
者
の
安
全
確
保
を
図
る
計
画
 

と
し
た
。
 

③
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空
輸
計
画
 

c
L
T

パ
ネ
ル
等
の
資
材
、
掘
削
の
 

た
め
の
重
機
や
ユ
ニ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
の
ほ
 

か
、
特
に
c
T
L

パ
ネ
ル
工
法
は
ク
レ
 

ー
ン
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
分
割
可
能
 

な
重
機
を
選
定
し
、
 
一t

以
上
の
重
量
 

、 

~ 

~一 

大型ヘリコプターによる空輸の様子 
写真提供：平井建設工業（株） 

物
の
運
搬
が
可
能
な
大
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
 

ー
（
A
s
三
三
二

）
を
採
用
し
た
。
 

④
外
断
熱
に
よ
る
断
熱
性
能
の
確
保
 

避
難
小
屋
の
断
熱
性
能
を
確
保
す
る
 

た
め
、
c
L
T

パ
ネ
ル
と
外
壁
の
間
に
 

断
熱
材
（
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
フ
ォ
ー
ム
）
 

を
設
置
す
る
外
断
熱
工
法
と
し
た
。
 

⑤
安
全
性
に
配
慮
し
た
色
彩
 

濃
霧
や
荒
天
で
も
周
囲
の
登
山
道
か
 

ら
の
視
認
性
を
高
め
利
用
者
の
安
全
を
 

確
保
す
る
た
め
、
旧
避
難
小
屋
と
同
様
 

に
外
壁
は
赤
褐
色
と
し
た
。
 

五
．
お
わ
り
に
 

今
回
紹
介
し
た
建
築
設
計
成
果
を
は
 

じ
め
、
ア
ジ
ア
航
測
と
し
て
引
き
続
き
 

国
立
公
園
の
再
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
 

く
方
針
で
あ
る
。
 

環
境
省
で
は
「
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
 

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
 

応
の
取
り
組
み
を
計
画
的
・
集
中
的
に
 

実
施
し
、
快
適
な
利
用
環
境
と
魅
力
あ
 

る
公
園
利
用
拠
点
の
整
備
を
推
進
し
て
 

い
る
。
 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
な
ど
、
 

社
会
情
勢
は
変
化
し
て
い
る
も
の
の
、
 

建
築
物
の
ほ
か
、
園
地
や
サ
イ
ン
な
ど
 

の
老
朽
化
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
今
 

後
も
更
新
・
再
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
 

最
後
に
本
業
務
の
実
施
並
び
に
本
稿
 

の
掲
載
に
際
し
、
御
理
解
、
御
協
力
い
 

た
だ
い
た
北
海
道
地
方
環
境
事
務
所
、
 

平
井
建
設
工
業
株
、
株
ラ
ス
コ
ジ
ャ
パ
 

ン
の
関
係
者
の
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
 

上
げ
た
い
。
 

中
陳
 
泰
之
●
な
か
じ
ん
 
や
す
ゆ
き
 

ア
ジ
ア
航
測
株
式
会
社
 
社
会
イ
ン
フ
ラ
マ
 

ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
部
行
政
支
援
サ
ー
ビ
ス
部
 

主
任
技
師
。
富
山
県
生
ま
れ
。
 

一
級
建
築
士
。
技
術
士
（
建
設
部
門
）
。
 

主
に
建
築
設
計
業
務
の
他
、
公
園
施
設
等
の
 

調
査
、
計
画
、
設
計
業
務
に
従
事
し
て
い
る
。
 

国
立
公
園
で
は
妙
高
高
原
、
支
笏
湖
、
周
防
 

大
島
等
の
建
築
設
計
に
関
わ
っ
て
い
る
。
 

西
 
知
彦
●
に
し
 
と
も
ひ
こ
 

ア
ジ
ア
航
測
株
式
会
社
 
社
会
イ
ン
フ
ラ
マ
 

ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
部
行
政
支
援
サ
ー
ビ
ス
部
 

技
師
。
岡
山
県
生
ま
れ
。
 

・
王
に
公
園
施
設
等
の
調
査
、
計
画
、
設
計
業
 

務
に
従
事
し
て
い
る
。
国
立
公
園
で
は
阿
寒
 

湖
、
支
笏
湖
、
天
神
崎
、
雲
仙
等
の
設
計
関
 

連
業
務
に
関
わ
っ
て
い
る
。
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